
２０１４年１２月期 第３四半期決算説明会 

ヤマハ発動機株式会社 
２０１４年１１月６日 



● 業績予想について 

この説明資料内で述べられているヤマハ発動機株式会社の業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社の経営者
が合理的と判断したもので、リスクや不確実性を含んでいます。実際の業績は、様々な要因の変化により大きく異なることが
ありえますことをご承知おき下さい。実際の業績に影響を及ぼす可能性がある要因には、主要市場における経済状況及び
製品需要の変動、為替相場の変動等が含まれます。 

本日ご説明する内容 

２０１４年１２月期 第３四半期決算  

上席執行役員   墨岡 良一 



経営業績 （３Ｑ） 

3 

９ヶ月 （１月～９月） 年間 （８/５） 

１２年 １３年 １４年 １４年 

実績 実績 実績 対前年比 予想 

売上高 ９,０９５ １０,４７９ １１,２４６ ＋７.３％ １５,０００ 

営業利益 ２２８ ４２２ ７１０ ＋６８.４％ ８３０ 

営業利益率 ２.５％ ４.０％ ６.３％ ＋２.３ｐｔ ５.５％ 

経常利益 ２８０ ４２８ ７５５ ＋７６.１％ ８５０ 

当期純利益 １４３ ２６３ ５２５ ＋９９.２％ ５００ 

（億円） 

 全事業部門の改善進み、前年比で増収・増益となる。 



５,９７８ 
６,９５６ ７,２３９ 

１,５４０ 

１,８５２ 
２,０９２ 

７２８ 

８４１ 
９７０ 

８４９ 

８２９ 
９４５ 

９,０９５ 

１０,４７９ 
１１,２４６ 

２２８ 

４２２ 

７１０ 

２８ ６１ 

１７７ １０７ 

２４５ 

３７７ 

２７ 

４２ 

５５ 

６７ 

７３ 

１０２ 

事業別 売上高・営業利益 （３Ｑ） 

売上高 営業利益 

その他 

マリン 

特機 

二輪車 

２０１２年３Ｑ 
(７９/１０２) 

２０１３年３Ｑ 
(９７/１２７) 

二輪車 

その他 

マリン 
特機

 

２０１２年３Ｑ 
(７９/１０２) 

２０１３年３Ｑ 
(９７/１２７) 

（億円） 
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 二輪車：    先進国の販売増加、新興国の収益改善。 
 マリン：     各商品の販売増加・船外機の大型化により、収益拡大。 
 特機・その他： ＲＯＶ・ＰＡＳ 新商品効果、ＩＭ販売増加。 
 為替影響：     先進国通貨高＝新興国通貨安、通貨安へ取り組む。 
   
 

２０１４年３Ｑ 
(１０３/１４０) 

２０１４年３Ｑ 
(１０３/１４０) （$/€） 

※ その他： 産業用機械・ロボット含む 



７３ ８２ ９４ 

５１ 
５４ 

５６ 

１３５ 
１３０ 

１５４ 

１３ １４ 

１５ 

欧州 

北米 

大洋州 

日本 

２７２ 
２８０ 

二輪車事業： 先進国市場 

出荷台数 
（千台） 

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

5 

３１８ 

ＴＲＩＣＩＴＹ 

 総需要回復続く中、新商品効果で販売増加・シェア上昇。 
 欧州・日本市場で、ＴＲＩＣＩＴＹ 販売開始。 

ＭＴ-０７ ＭＡＪＥＳＴＹ Ｓ 



１８４ １８８ １９０ 

２１ ２４ ２５ 

６３ ５６ ４４ 

４３ ２８ 
１６ 

出荷台数 
（万台） 

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

 次世代ＰＦモデル （ＢＬＵＥ ＣＯＲＥ）・グローバルモデルの市場投入開始。 
   第４四半期以降、各国展開を順次進め、ブランド・商品競争力を刷新する。 
  

タイ 

ベトナム 

マレーシア 

・フィリピン 

インドネシア 

３１２ 
２９６ 

二輪車事業： アセアン市場 
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Ｎｏｚｚａ Ｇｒａｎｄｅ  

２７４ 

ＹＺＦ-Ｒ２５    



２４７ 

３３０ 

４２３ 

１００ 

１３４ 

１３０ 

輸出 

国内 

３４６ 

４６５ 

 国内： 総需要拡大続く中、新商品効果で販売増加・シェア上昇。 
 輸出： 概ね、前年並みで推移中。 
            
  

二輪車事業： インド市場 

出荷台数 
（千台） 

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

7 ＦＺ-Ｓ ＦＩ 

５５４ 

ＣＹＧＮＵＳ α 



９２５ 
１,０８０ 

１,２５７ 

１９９ 

２８６ 

３００ 

２１９ 

２２８ 

２７３ 

１９８ 

２５８ 

２６１ 

 船外機： 北米市場で販売増加、大型化進む。 
 ボート：   スポーツボート （２４ ＦＴ）のフルモデルチェンジ発表。 
 ＷＶ：     新商品投入効果により販売増加。 

船外機 

ボート 

ＷＶ 

部品他 

１,５４０ 

１,８５２ 

マリン事業  

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

売上高 
（億円） 
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ＡＲ２４０ Ｈｉｇｈ Ｏｕｔｐｕｔ  ＶＸ Ｄｅｌｕｘｅ  

２,０９２ 



３０６ 
３３２ 

４０５ 

５４ 

８５ 

１０６ 

３６０ 

４１７ 

ＡＴＶ 
ＲＯＶ 

 ＲＯＶ： ＶＩＫＩＮＧ Ⅵ 市場投入により、販売増加。 
 ＳＭＢ： 北米市場で販売増加、ロシア市場で経済影響により販売減少。 
   
 

ＲＶ事業 

9 

売上高 
（億円） 

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

ＳＭＢ 

ＳＲ Ｖｉｐｅｒ Ｒ-ＴＸ 

５１１ 

ＶＩＫＩＮＧ Ⅵ 



２４８ ２３７ 
２９５ 

１１８ １４７ 

１６９ 

１６８ 
２１７ 

２３１ 

ＩＭ 

ＰＡＳ 

ＧＣ 

５３４ 

６０１ 

その他の事業 

２０１２年 
３Ｑ 

２０１３年 
３Ｑ 

２０１４年 
３Ｑ  

売上高 
（億円） 
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 ＩＭ：   設備投資需要回復の中、新商品効果で販売増加。 
 ＰＡＳ： （国内） 新商品効果  （欧州） 商品力・提携先拡大で、販売増加。 
 ＧＣ：  個人向け販売増により、北米販売増加。 

Ｚ：ＬＥＸ ＹＳＭ２０  

６９５ 

ＰＡＳ ＳＩＯＮ  



２０１３年 
実績 

２０１４年 
８/５予想 

２０１４年 
１１/６予想 

売上高 １４,１０５ １５,０００ １５,０００ 

営業利益 ５５１ ８３０ ８６０ 

営業利益率 ３.９％ ５.５％ ５.７％ 

経常利益 ６０１ ８５０ ９１０ 

当期純利益 ４４１ ５００ ６００ 

為替レート 
（$/€） 

９８円/１３０円 １０１円/１３８円 １０３円/１３８円 

配当金 ２６円 ２９円 ３５円 

 業績： 売上高は前回予想通り、各利益を上方修正。 
 配当： ２９円 ⇒ ３５円に増配。 

（億円） 

経営業績 （年間予想）  
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（４Ｑ）： $１０５円/€１３５円 （下期）： $１００円/€１３５円 



事業別 売上高・営業利益 （年間予想） 

９,２８２ ９,７５０ ９,７５０ 

２,４３４ 
２,６５０ ２,６５０ 

１,２６７ 
１,４００ １,４００ 

１,１２２ 
１,２００ １,２００ 

１４,１０５ 
１５,０００ １５,０００ 

８４ 

２３０ ２３０ 

３１８ 

４１０ ４４０ ５３ 

８０ 
８０ 

９７ 

１１０ 
１１０ 

５５１ 

８３０ 
８６０ 

売上高 営業利益 

（億円） 
２０１４年 
８/５予想 

(１０１/１３８) 

２０１３年 
(９８/１３０) 

２０１４年 
８/５予想 

(１０１/１３８) 

２０１３年 
(９８/１３０) 

その他 

マリン 

特機 

二輪車 

二輪車 

その他 

マリン 

特機
 

２０１４年 
１１/６予想 

(１０３/１３８) 

２０１４年 
１１/６予想 

(１０３/１３８) 

 売上高：    全事業部門で、前回予想通り。 
 営業利益： マリン事業で、前回予想より増益 （利益率向上）。   
 

（$/€） 

※ その他： 産業用機械・ロボット含む 12 





事業別 売上高・営業利益 （３Ｑ）  

３ヶ月 （７月～９月） ９ヶ月 （１月～９月） 

１３年実績 １４年実績 １３年実績 １４年実績 

二輪車 ２,２８７ ２,４２５ ６,９５６ ７,２３９ 

マリン ５３７ ５８４ １,８５２ ２,０９２ 

特機 ３４１ ３６０ ８４１ ９７０ 

その他 ２８５ ３１６ ８２９ ９４５ 

合 計  ３,４５１ ３,６８６ １０,４７９ １１,２４６ 

二輪車 ２５ ６４ ６１ １７７ 

マリン ３０ ９９ ２４５ ３７７ 

特機 ３８ ２２ ４２ ５５ 

その他 ２７ ３４ ７３ １０２ 

合 計  １１９ ２１９ ４２２ ７１０ 

二輪車 １.１ ２.７ ０.９ ２.４ 

マリン ５.６ １７.０ １３.３ １８.０ 

特機 １１.０ ６.０ ５.０ ５.７ 

その他 ９.４ １０.７ ８.８ １０.８ 

合 計  ３.５ ５.９ ４.０ ６.３ 

売上高 (億円) 

営業利益 (億円) 

営業利益率 (％) 

14 



８２ ９４ 
５４ ５６ 

１３０ １５４ 

３,７８４ ３,６６１ 

４２３ ４２８ 

４,４７３ ４,３９３ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

２７２ ３４９ 

３５３ ３７２ 

６９４ 
９２０ 

４,６２２ 

４,５１０ 

１,０１４ 
１,０８９ 

６,９５６ 

７,２３９ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

売上高 出荷台数 

（億円） 

アジア 

欧州 

北米 
日本 

その他 

（千台） 

(１０３/１４０) (９７/１２７) 

二輪車販売台数・売上高 （３Ｑ） 

15 
（$/€） 



５０６ 
５６１ 

１３ 
１３ ３７ 
４７ １３３ 

１６７ 

１４０ 

１５８ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

１９７ ２０３ 

９５１ 
１,０９５ 

３１６ 

３５１ ８８ 

１１９ ２９９ 

３２３ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

１１３ １２１ 

４６２ 

５９３ 

１４４ 

１３６ 
５１ 

４４ 

７１ 

７６ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

※ その他： 産業用機械・ロボット含む 

アジア 

欧州 

北米 

日本 

その他 

マリン 特機 その他 

（億円） 

１,８５２ 

マリン・特機・その他 売上高 （３Ｑ） 

２,０９２ 

16 

８４１ 

９７０ 

８２９ 

９４５ 

(９７/１２７) (１０３/１４０) （$/€） 



為替影響 （対前年） 

17 

３Ｑ （９ヶ月） 年間予想 

（億円） US$ EURO その他 合計 US$ EURO その他 合計 
  

 本社の輸出入にかかる為替影響 ６８ ３１ △６ ９３ ８２ ２８ △８ １０３ 

 為替による仕入影響 （海外子会社） ０ ０ △１００ △１００ ０ ０ △１１１ △１１１ 

 粗利益の換算影響 （海外子会社） ２４ ２１ △１７ ２８ ３０ ２１ △１２ ３８ 

 販管費の換算影響 （海外子会社） △１７ △１８ １１ △２５ △２２ △１８ ７ △３３ 

 営業利益への為替影響 ７４ ３４ △１１３ △４ ９０ ３１ △１２４ △３ 

 為替感応度 

 １円の変動が営業利益 

 に与える影響額 

US$ 
１１億円 

EURO 
３億円 

US$ 
１５億円 

EURO 
４億円 



設備投資・減価償却費・研究開発費・有利子負債 

18 

１３年３Ｑ 
実績 

１４年３Ｑ 
実績 

設備投資 ３４７ ４０１ 

減価償却費 ２６６ ２７３ 

研究開発費 ５５８ ６１１ 

有利子負債 ３,５１０ ３,６０５ 

（うち販売金融分） １,３８６ １,５９６ 

（億円） 



７１８ ６０９ 

５６４ 

４３９ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

４１８ 
５０８ 

３３０ 

４２３ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ 

５２１ 
３８２ 

２８４ 

１５８ 

１３年３Ｑ １４年３Ｑ １３年３Ｑ １４年３Ｑ 

19 

アジア主要国 販売状況 （３Ｑ） 

売上高 
 （億円） 

出荷台数 
 （千台） 

タイ （ＴＹＭ） インドネシア （ＹＩＭＭ） 

ベトナム （ＹＭＶＮ） インド （ＩＹＭ） 

１,８７６ １,８９５ 

２,４１５ ２,３３９ 

※ 売上高： 輸出売上含む 



20 

営業利益変動要因 （３Ｑ） 

４２２ 

２７５ 

６９ △４ △１０ △５３ 

△７ △６６ ８４ 

７１０ 

コスト 
ダウン 

商品構成
変化 等 

販管費 
増加 

売上増 
による 
荒利増 

為替 
影響 原材料 

価格変動 償却費 
増加 

開発費 
増加 

１３年 
（$/€： ９７/１２７） 

１４年 
（１０３/１４０） 

（億円） 
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